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NYマーケットレポート（2015年 10月19日) 
NY 市場では、ドル円・クロス円が序盤から上値の重い展開となった。序盤に発表された米住宅関連の経済指標が市場予想を上回り、10 年

ぶりの高水準に上昇したものの、反応は限定的となった。むしろ、ECB（欧州中央銀行）理事会での政策発表や、ドラギ ECB 総裁の会見を

控えて様子見ムードが強まっており、ユーロを中心に限定的な動きが続いた。終盤には、米当局者が早期利上げの可能性も残していること

を示唆する発言をしたことを受けて、ドルは主要通貨に対して小動きながら上昇する動きも見られた。   

 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 



                     
 

2 
 

NY 市場レポート 
 
21：00 
ドル/円 119.42  ユーロ/円 135.23  ユーロ/ドル 1.1326 
 
21：00 
欧州株式市場・米株価指数先物 

欧州主要株価 株価 前日比 米株価先物 株価 前日比  

英 FT100 6352.90 -25.14 ダウ 
先物ミニ 17062 -53  

 

仏 CAC40 4697.61 -5.18 S&P 
500 ミニ 2019.25 -6.25  

 

独 DAX 10151.88 +47.45 NASDAQ 
100 ミニ 4423.00 -11.75  

 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

 

21：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

9月ポーランド生産者物価指数(前月比) -0.1％（予想 -0.2%・前回 -0.7%） 

 

9月ポーランド生産者物価指数(前年比) -2.9％（予想 -2.8%・前回 -2.7%） 

 

9月ポーランド小売売上高(前月比) -0.5％（予想 0.8%・前回 -2.6%） 

 

9月ポーランド小売売上高(前年比) -0.1％（予想 1.4%・前回 -0.3%） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 

22：33 

米主要株価 

米主要株 株価 前日比 

ダウ平均 17151.13 -64.84 

ナスダック 4875.17 -11.52 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 
 

 

23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

10月米 NAHB住宅市場指数 64（予想 62・前回 61） 

前回発表の62から61に修正 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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指標結果データ 

≪NAHB住宅市場指数≫ 

        10月・9月・8月・7月・6月・5月・4月 

住宅市場指数・・64・・62・・61・・60・・60・・54・・56 

現状指数・・・・70・・67・・66・・66・・65・・58・・61 

見通し指数・・・75・・68・・70・・71・・69・・63・・63 

顧客動向指数・・47・・47・・45・・43・・44・・39・・40 

 

 

23：30 

≪ NY株式市場 序盤≫ 

 

序盤の株式市場は、金融大手がこの日発表した四半期決算が大幅減益となったことが嫌気され、売りが先行した。

ただ、業績期待から IT関連銘柄を買う動きも見られ、主要株価は売り買い交錯する動きとなっている。 

 

 

0：15 

S&P見通し～日本の GDPは、2015年が+0.6％、2016年は+1.3％。 

 

 

≪ 経済指標のポイント ≫ 

 

米 10月の NAHB住宅市場指数は、市場予想を上回る64となり、前月の61から上昇し、2005年10月以来 10年ぶり

の高水準に上昇した。今後数ヵ月間の住宅需要は引き続き堅調に推移する可能性が示された。当該指数は50を上回

ると住宅建設業者の多くが現況を「良い」とみていることを示す。 

 

①地域別では、全米 4地域のうち 3地域で上昇した。特に西部では 76と、10年ぶりの高水準となった。前月は65

だった。中西部は 59と、前月の61から低下した。 

 

②一戸建て販売の現況指数は70と、前月の 67から上昇した。向こう6ヵ月の販売見通しは 75 と、2005年 8月以

来の高水準となった。購買見込み客足指数は 47で前月から変わらず。 

 

 

欧州主要株価 終値 前日比 

英 FT100 6352.33 -25.71 
仏 CAC40 4704.07 +1.28 
独 DAX 10164.31 +59.88 

ストック欧州 600 指数 364.25 +1.12 
ユーロファースト 300 指数 1438.49 +3.00 
スペイン IBEX35 指数 1020.30 -24.20 

イタリア FTSE MIB 指数 22419.68 +82.02 
南ア アフリカ全株指数 53184.07 +238.96 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 
 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、まちまちの結果となった。英 FT100は、中国経済の減速を嫌気した売りが優勢となった。一方独

DAXは、個別企業の業績回復期待からプラスで取引を終えた。 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 

1：00 

米主要株価・中盤 

ダウ 17208.02（-7.95）、S&P500 2033.22（-0.11） ナスダック 4911.77（+25.09） 

 

 

ECB公的部門購入プログラム 

           10月16日・10月9日・10月 2日・9月25日・9月 18日・9月11日  

公的部門・・・・・・・・3708.2・・ 3587.7・・3463.2・・3378.8・・ 3267.2・・3144.7 

資産担保証券ABS・・・・ 144.7・・  133.9・・ 131.5・・ 127.7・・  120.1・・ 118.6 

カバード債・・・・・・・1261.0・・ 1246.3・・1228.0・・1202.6・・ 1182.6・・1161.1 

（億ユーロ） 

 

 

≪ NY債券市場 ・午前≫ 

 

序盤のニューヨーク債券市場は、前週の値上がりの反動で中長期債の利益確定売りが先行した。また、中国の7-9

月期 GDPが市場の予想ほど悪くなかったことや、NAHBの住宅市場指数が10年ぶりの高水準となったことも売り材料

となった。一方、米利上げが来年にずれ込むとの観測もあり、下値は限定的となった。 

 

午前の利回りは、30年債が2.90％（前週末2.88％）、10年債が 2.04％（2.03％）、7年債が1.74％（1.73％）、5

年債が 1.36％（1.35％）、3年債が 0.90％（0.91％）、2年債が 0.61％（0.61％）。 

 

 

3：25 

≪ 要人発言 ≫ 

ウィリアムズ・サンフランシスコ連銀総裁 

 

・「米経済はなお良好な軌道上にある」 

・「失業率は5％を下回ると予想」 

・「雇用の伸び鈍化は、ドル高が幾らか影響」 

 

・「ゼロ金利は近い将来は、必要なくなる公算大」 

・「下半期の成長率は、年率2％を上回る」 

・「来年 2.00から2.25パーセントのGDP成長率を予想」 
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・「インフレ率は、今後数年で 2％に戻る」 

・「10月 FOMCでの投票について発言を拒否」 

 

 

3：40 

NY金は、中心限月が前週末比 10.30ドル安の 1オンス＝1172.80ドルで取引を終了した。 

 

 

4：15 

NY原油は、中心限月が前週末比 1.37ドル安の1バレル＝45.89ドルで取引を終了した。 

 

 

 

主要商品 終 値 前日比 

NY GOLD 1172.80 -10.30 

NY 原油 45.89 -1.37 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 
 

≪ NY金市場 ≫ 

 

ＮＹ金は、ドルがユーロなどに対して上昇したのにつれて、ドルの代替資産とされる金の売りが優勢となった。ま

た、前週の相場上昇を受けて利益確定売りが出たことも圧迫要因となった。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

≪ NY原油市場 ≫ 

 

ＮＹ原油は、中国の7-9月期 GDP成長率が 6年半ぶりに 7％を割ったことで、同国経済の減速に伴う需要減少への懸

念が強まり売りが先行した。また、イランの石油相が、経済制裁が解除されれば、生産量を日量 50万バレル増やせ

るとの見通しを示したとの報道も売り材料となった。 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 

主要株価 終値 前日比 高値 安値 

ダウ平均株価 17230.54 +14.57 17235.95 17129.19 

S&P500 種 2033.66 +0.55 2034.45 2022.31 

ナスダック 4905.47 +18.78 4915.49 4865.83 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、金融大手がこの日発表した四半期決算が大幅減益だったのが嫌気され、売りが先行した。ただ、業

績期待からIT関連銘柄を買う動きも見られ、下値は限定的となった。終盤にはプラス圏まで上昇する動きとなった。

ダウ平均株価は、序盤から軟調な展開が続き、終盤にはプラス圏まで上昇し、小幅高となった。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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主要通貨 NY 終値 NY 高値 NY 安値 

USD/JPY 119.53  119.57  119.26  
EUR/JPY 135.31  135.41  135.07  
GBP/JPY 184.80  185.06  184.62  
AUD/JPY 86.60  86.90  86.54  
NZD/JPY 81.13  81.36  81.06  
EUR/USD 1.1321  1.1345  1.1306  
AUD/USD 0.7246  0.7278  0.7243  

(出所：ＳＢＩＬＭ) 
 

≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、序盤に発表された米住宅関連の経済指標が予想を上回る結果となったものの、反応は限定的とな

った。そして、米株価がマイナス圏での動きが続いたことからやや上値の重い動きとなった。また、ECB（欧州中央

銀行）理事会での政策発表や、総裁の会見を控えて様子見ムードも強く、限定的な動きが続いた。   

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 



                     
 

9 
 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 
 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 
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